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 それでは定刻になりましたので、ただいまから第８回島本町農業委員会

を始めさせていただきます。恐れ入りますが、着席にて進行のほうをさせ

ていただきます。 

 それでは、本日の案件でございますが、報告案件が７件、審議案件が３

件となっており、事前に資料は、郵送させていただいております。 

 それでは、本会会議規則第６条の規定により、大西会長に議長をお願い

します。大西会長、よろしくお願いいたします。 

 

 皆さん、お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。 

 今後、島本町の農業についても、理論的にも言われていますように、非

常に厳しい状態であります。ということで、島本町の農業も今、本当によ

くやっていただいておる、農業中心と、専門的な仕事ができるというのは

非常に少ないですけども、みんなでファミリー農園等々で島本町の農地を

支えているといった状態であると思います。これを、ずっと続けていくと

いうことが大切ではないかと思っています。 

 ただ、土地計画法というものがあって、ちょっと話がそれますけども、

これは昭和４６年頃にできたんですけども、市街化区域と調整区域という

線引きができてしまって、市街化区域の農地については、宅地化はやむな

しということになってしまったのです。調整区域は、市街化区域ができな

いものを調整区域でやっていきましょう。土地がないときとか、あるいは

市街化区域がいっぱいになったら調整区域を市街化区域に譲るというとき

の調整という意味でできたんですけども、それが今になってみたら世の中

の流れとともにいろんなことできて、島本町は典型的な例なんですよ。線

引きで市街化区域がかなり過密状態になってきたと、皆さん方、生産緑地

等々で農地の方が頑張っていただいているといったことでは農地は確保さ

れていますけど、それだったら、用地に固定資産等々が宅地税並み課税に

なる。初めは段階的に入ったからよかったんですけど、このときになると

かなり高くなってきていると、そうすると農業の生産ではやっていけない

ということになってくるわけです。だから、手放したり、ほかのものに転

用していると、調整区域はその逆に規制がかかってますから、できないか

ら過疎状態になってしまう。だから、これはもうないですね。我々、いろ

んな会議で話をしておるんですけども、見直しをする時期に来ているとい

うことを言うてるんですけど、いずれは見直されて緩和されると思います

けども、そんな状態になっております。 

 ということで、島本町もかなり農地が減少傾向にありまして、皆さん方

いろいろと私のようなご指摘を受けるんですけども、これは法律的にどう
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もできないということでございますので、その辺は了解してもらって、農

地の皆さんが頑張って覚悟されているといったことは、期待をしていると

いうことになります。 

 そんなことで、今後、農業委員会として頑張っていただきたいと思いま

す。 

 今日は、報告案件が７件、審議事項が４件といったことでございます

が、報告事項というのは、先ほど冒頭で申しましたとおり、市街化区域で

届出を出したら、農地替えができるということでございますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

 

 それでは、議案に入る前に委員の出席状況について報告いたします。委

員１３名中、出席委員１３名で欠席はございません。会議規則第７条の規

定により、本日の農業委員会は成立しておりますことを、ご報告申し上げ

ます。 

 次に、本日は傍聴者はございますでしょうか。 

 

 傍聴者はおられません。 

 

 傍聴者がないようでございますので、本日の議案に入ります。 

 それでは、議案に入ります。報告案件は７件ございますが、一括して事

務局から説明願います。 

 

 それでは、１ページをお開きください。 

 農地法第３条の３第１項の規定による届出で、相続により権利を取得し

た案件として２件をご報告させていただきます。 

 まず、１ページ目でございます。 

 本件は、桜井３丁目が１筆の農地について相続があり、所有権が移転さ

れた旨の届出でございます。平成５年に相続されておりますが、手続に漏

れがあったため、今般、提出されたものでございます。 

 続きまして、４ページをお開きください。 

 本件は、大字山崎が１筆、山崎５丁目が２筆の農地について相続があ

り、所有権が移転された旨の届出でございます。 

 以上が、農地法第３条の３第１項の規定による届出でございました。 

 続きまして、９ページをお開きください。 

 ここからは、農地法第４条第１項第８号の規定による届出で、市街化区

域内の農地を自分のものとして他の目的に転用するもので、案件としては

３件ご報告させていただくものでございます。 
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 本件は、山崎４丁目の１筆の農地について、転用の届出が提出されたも

のでございます。露天駐車場のため転用する予定となっております。な

お、計画図に記載しておりますその他の土地につきましては、既に農地転

用届が提出されているところでございます。 

 続きまして、１５ページをお開きください。 

 本件は、青葉１丁目の２筆の農地について、転用の届出が提出されたも

のでございます。駐車場のため、転用する予定となっております。 

 続きまして、１９ページをお開きください。 

 本件は、広瀬４丁目の１筆の農地について、転用の届出が提出されたも

のでございます。木造瓦ぶきの２階建て住宅のため、転用するものとなっ

ております。なお、当案件は、農地転用届の提出漏れがあった農地であっ

たことから顛末書を添付していただいた上、届出を受理したものでござい

ます。 

 以上が、農地法第４条第１項第８号の規定による届出でございました。 

 続きまして、２４ページをお開きください。 

 ここからは、農地法第５条第１項第７号の規定による届出で、市街化区

域内の農地を自分以外のものとして他の目的に転用するもので、案件とし

ては２件ご報告させていただくものでございます。 

 本件は、山崎４丁目の１筆の農地について、転用の届出が提出されたも

のでございます。転用目的は戸建て住宅となっております。 

 続きまして、３０ページをお開きください。 

 本件は、山崎４丁目の１筆の農地について、転用の届出が提出されたも

ので、転用目的は戸建て住宅となっています。 

 以上が、農地法第５条第１項第７号の規定による届出でございました。 

 以上、各報告案件についてご説明させていただきました。 

 簡単ではございますが、事務局からのご報告は以上でございます。 

 

 ただいま、事務局から説明のありました案件について、委員の皆さんか

らご意見・ご質問等がありましたらお受けします。３条申請、４条申請、

５条申請の３つあるんですけれども。 

 ありますか。 

 

 １ページ目なんですけど、権利を取得した日、平成５年１１月が間違い

かなと。今年じゃなくて、去年じゃないかと思うんですけど。 

 

 これね。平成４年やな。 

 

 これは、平成５年１１月１９日で間違いないです。平成５年です。令和
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じゃなくて、平成５年に。小作権の解約とかの関係の際に、相続の届出が

出てないということが分かりまして、急遽提出されたものでございます。

ですから、こちらに関しては平成５年１１月１９日で間違いございませ

ん。よろしくお願いします。 

  

 ほか、ございませんか。 

 ４条、５条で、質問ございませんか。転用される、冒頭に話しましたけ

ど、よろしいですか。 

  

 そしたら、特に発言がないようでございますので、質疑を終結し報告を

受けたものといたします。 

 それでは、報告案件の議事が終了しましたので、審議案件に入ります。

事務局から説明願います。 

 

 それでは、３７ページをお開きください。 

 「令和５年度最適化活動の目標の設定等」についての案でございます。

若干、補足説明をしながら進めてまいりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 まず、１番です。「農業委員会の現在の体制」でございます。 

 任期満了は、令和５年７月１９日、定数は１４名、実数は１３名、うち

認定農業者に準ずるものが１名、女性委員が２名、中立委員が１名となっ

ております。 

 次に、同じく３７ページの中ほどにある２、農家・農地などの概要に記

載された右の表をご覧ください。こちらのほう、認定新規就農者１とあり

ます。こちらは、これから高浜地区で就農を開始しようとしている事業者

様のほうから、青年等就農計画が本町へ提出されまして認定を受け、認定

新規就農者となったため記載のほうをしております。また、その他の表に

つきましては、大阪府より情報提供がありました２０２０農林業センサス

及び耕地及び作付面積統計に基づいて記載をしております。 

 次に、３８ページをお開きください。 

 最適化活動の目標につきましてですが、上から２つ目の表②目標をご覧

ください。 

 目標といたしまして、今年度は現時点の０．３６ha に新規集積０．６

２ha を加えた０．９８ha と記載し、令和６年度目標として集積率５％と

記載しております。皆さんもご存じのとおり、令和４年度の目標におきま

しては、大阪府の目標である令和５年度までに集積率を２５％とするよう

にしておりましたが、本町の現状と大きく乖離がございました。そのた

め、大阪府と協議をした結果、本町で制定しております島本町農業経営基
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盤強化促進基本構想で定められた値を目標としてはどうかと、大阪府のほ

うからご助言がございましたので、それに基づき、今回の目標としており

ます。 

 次に、３８ページの中段から下段のほうをご覧ください。 

 遊休農地の解消といたしましては、現在０．０２ha ございます遊休農

地の解消を目標と記載しております。 

 次に、３９ページをご覧ください。 

 （３）新規参入の促進につきましては、①現状及び課題として、直近３

年度の実績を記載しております。次に②目標ですが、令和元年度から令和

３年度の農地法３条１項に基づく許可及び農業経営基盤強化促進法第１９

条に基づき広告された、農用地利用集積計画による権利移動面積を平均し

た値である０．１８ha の１割である０．０１８ha を記載しております。

なお、当値は注釈２に記載しているとおりの手法にて算出をしておりま

す。 

 次に、３９ページの中段をご覧ください。 

 ここからは、最適化活動の活動目標を記載しております。 

 まず（１）として、推進委員などが最適化活動を行う日数目標を記載し

ており、１日当たりの活動日数を７日としております。令和４年度におき

ましては、６日としておりましたが、本町農業委員会の中間集計が６．９

７日となっていたことから、令和４年度と同様に継続して活動していただ

きますように、７日と設定させていただいております。 

 また、（２）の設定目標、（３）参加目標については、これまでの活動

内容を基準に、他の複数の市町村を参考にしながら設定をさせていただき

ました。 

 なお、これらは本件について、委員の皆様から事前にご質問等はいただ

いておりません。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

 

 ただいま、事務局から説明のありました案件について、委員の皆さんか

らご意見・ご質問等がありましたらお受けいたします。 

 ございませんか。 

 ないようですので、私から１つ聞きます。 

 先ほどの新規就農者、認定新規就農者１名、高浜地区のほうであられる

ということですけども、どういう農業をされるのか、分かる範囲で教えて

いただけますか。 

 

 高浜地区で認定新規就農者ということで１名入っている件につきまして

は、先日２月に青年等就農計画を出していただきまして、町のほうから認
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定したところでございます。今、考えられている内容としては、高浜地区

のほうでビニールハウスを建てられて、中でイチゴの施設栽培を考えられ

ているということでお伺いしております。 

 

 面積は。 

 

 土地の面積は、合計で約２０ａ、そのうちの栽培面積のほうは約１３ａ

を予定しております。そのほかの７割の部分につきましては、そちらの利

用を促進するための、ビニールハウスの周辺設備等を考えられているとい

うことでお伺いしております。 

 以上です。 

 

 ありがとうございます。いいことですよね。 

 ほか、何か質問ございませんか。 

 その他、質疑はありませんか。 

 特にないようでございますので、質疑を終結いたします。 

 それでは、採決を行いたいと思いますが、異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 異議ないものと認め、採決いたします。 

 「令和５年度最適化活動の目標の設定等」について、承認される方は挙

手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

 ありがとうございます。 

 挙手全員により、本案件は承認いたします。 

 続きまして、審議案件②について、事務局から説明願います。 

 

 それでは、審議案件②「島本町農業委員会「農地等の利用の最適化の推

進に関する指針」（案）について」、資料に添って説明のほうをさせてい

ただきます。 

 まず、４１ページをお開きください。 

 こちらのほうなんですけれども、令和５年４月１日施行の改正農業委員

会法によりまして、「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」につい

ては、作成がこれまでの努力義務から必須へと変わりました。そのため、

全ての農業委員会で今作成が必要となっております。そのため、本町の現
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状を踏まえまして、令和５年度最適化活動の目標の設定等とそごがないよ

うに本案のほうを策定させていただきました。 

 中身のほうに入っていきます。 

 まず、第１といたしまして、基本的な考え方を記載しております。 

 次に、第２といたしまして、具体的な目標と推進方法について記載して

おります。まず、遊休農地の解消目標と記載されました表をご確認くださ

い。こちらは、先ほど説明のほうをさせていただきました、令和５年度最

適化活動の目標の設定等と同様の考え方にて各値を求めておりまして、農

地面積や直近の「耕地及び作付面積統計」に基づいて記入をしておりま

す。 

 次に、４２ページをお開きください。 

 （３）といたしまして、遊休農地の発生防止・解消の評価方法が記載し

ております。 

 次に２といたしまして、担い手への農地利用の集積・集約化についてで

ございます。 

 次（２）といたしまして、担い手への農地利用の集積・集約化に向けた

具体的な推進方法（３）といたしまして、担い手への農地利用集積の評価

方法を記載しております。 

 次に、４２ページの下の表のところをご覧ください。 

 ここからは、第３として新規参入の促進について記載をしております。 

 まず、（１）新規参入の促進目標と記載された表なんですけれども、こ

ちらは新規参入者数の現状と目標が記載されております。先ほど説明しま

したとおり、認定新規就農者として、令和５年度より高浜地区にて就農を

予定している法人がございます。それに伴いまして、今後、農地法に係る

各手続の申請書が本町農業委員会に提出される予定でございますので、

（２）に記載していますとおり、大阪府や中間管理機構など各関係機関・

団体と連携し、円滑な事務を進めていきたいと考えております。 

 次に、４３ページをご覧ください。 

 （３）として、新規参入の促進の評価方法を記載しております。 

 次に、第４として「地域計画」の目標を達成するための役割を記載して

おります。地域計画は、現時点では作成しておりませんが、皆様に配付し

ておりますリーフレットにございますように、地域計画は令和６年度末ま

でに作成しなければならない重要な計画でございまして、今後、作成にあ

たり意向調査などや話し合いなどで農業委員各位のお力添えをいただく必

要がございます。 

 また、大阪府などからも地域計画の役割について明記することが望まし

いと通知があったことから、当指針について記載しているものでございま

す。 
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 事務局からの説明は以上でございます。 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、事務局の説明が終わりましたので、本件についてご意見・ご

質問をお受けいたしたいと思います。 

 農業委員の皆さんが、今後１年間、これに基づいてやっていかなあかん

という内容（案）でございますので、よく理解をしていただいた上でやっ

てくださいよ。 

 ４番目の地域計画の目標を達成するための役割というふうに書いてます

けど、これは農業委員の皆さんが、分からなかったら聞いてくださいよ。

担い手への農地の利用調整というふうに書いてますけど、これはどういう

ことなのか。 

 よろしいですか。 

 ご理解していただけました。 

 それでは、質疑はございませんので、質疑を終結いたします。 

 それでは、採決を行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 異議がないものと認め、採決いたします。 

 それでは、審議案件②「島本町農業委員会「農地等の利用の最適化の推

進に関する指針」（案）について」賛成の方は挙手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

 ありがとうございます。 

 全員賛成ということで、本町農業委員会「農地等の利用の最適化の推進

に関する指針」（案）について承認いたします。 

 それでは、次の審議案件に入ります。事務局、説明願います。 

 

 それでは、審議案件③と④をまとめてご説明のほうをさせていただきま

す。 

 まず、１つ目の審議案件③農業委員会規則の廃止についてご説明いたし

ます。 

 それでは、４５ページをお開きください。 

 個人情報の保護に関する法律のほうが改正されまして、これまで自治体

ごとに条例で定めていた個人情報保護制度について、全国的な共通ルール

が４月から適用されるため、島本町の個人情報保護条例が廃止されるとと
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もに、島本町個人情報の保護に関する法律施行条例が４月１日に施行され

ます。個人情報保護条例の廃止に伴いまして、個人情報保護条例の施行に

関する農業委員会規則も併せて廃止する必要があるため、４５から４６ペ

ージのとおり、審議案件とさせていただいております。 

 続きまして、２つ目の審議案件④農業委員会規則の制定についてご説明

いたします。 

 ４８ページをお開きください。 

 難しい名称ではございますが、書面により行うこととされている手続を

インターネットでもできるようにするために島本町の条例と規則が４月１

日に施行されますが、この条例や規則は農業委員会が適用対象となってお

りません。そのため、農業委員会でも同様の扱いを可能とするためには、

本規則を制定する必要があるため、審議案件とさせていただいておりま

す。なお、この農業委員会規則の施行後も、当面の間、手続は今までどお

り書面で行うこととしております。インターネットの手続開始について

は、他市町村の動向なども見ながら検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

 

 事務局からの説明は終わりました。 

 審議案件③島本町個人情報保護条例の施行に関する島本町農業委員会規

則の廃止（案）について、ご意見・ご質問がありましたらお受けいたしま

す。 

 よろしいですか。 

 どうぞ。 

 

 これ今、廃止というようなことで、判断していかなあかんから、インタ

ーネットも必要と思うんですけど、ここにおられる方も高齢で、慣れてい

る人やったらいいけど、例えば慣れてない農業委員会の委員もおられるの

で、全部が全部完璧にパソコンのほうへ移行するというのは、しばらくは

ちょっと無理かなと思うんですよ。だから、その辺をいつ頃までにそうい

う手続を整えて、どういうふうにやっていくのか具体的な方法があれば教

えてください。 

 

 事務局から答弁願いします。 

 

 清水委員、貴重なご意見ありがとうございます。 

 清水委員の意見はごもっともやと思います。いきなりネットで、いろん

な申請書とかすると、こんなことを言ったらあれですけども、そういうの
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についていけない方というのもいらっしゃいますので、これに関しまして

は他の市町村とかの動向を見ながら、なおかつ、こういったらあれなんで

すけど、そういったインターネットとかＩＴとかうまく使いこなせない方

にも対応できるような体制づくりというのを事務局では考えております。

ですから、いきなりネットに移行するとかそういったことはなく、書面と

も並行しながらやっていきたいなというふうに事務局では考えておりま

す。 

 以上でございます。 

 

 よろしいですか。 

 

 いいです。 

 

 ほかの皆さん、どうですか。 

 これから、そういうようなネット社会になってきて、ペーパーレスとか

なってくるんですけれども、農業委員の皆さん方は高齢、私を含めて高齢

ですので、それについていくのは大変だけど協力もしてもらわなあかんと

思う、逃げててもあかん。だから、やっぱり講習会をして教育をして、努

力をせなあかん。何か、それについて意見はございませんか。 

 よろしいですか。意見はございませんか。 

 委員の皆さんとしては、徐々にやってもらうというのが一番いいと思い

ます。最終的には、若い委員さんに代わってきたら、また変わってくると

思いますけど。 

 ないですか。要望、教育等々について。 

 特に発言がないようでございますので、質疑を終結いたします。 

 それでは、採決を行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 ご異議がないものと認め、採決いたします。 

 それでは、審議案件③「島本町個人情報保護条例の施行に関する島本町

農業委員会規則の廃止（案）について」賛成の方は挙手をお願いいたしま

す。 

 

（全員挙手） 

 

 ありがとうございます。 

 全員賛成ということで、承認いたします。 
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 それでは、次の審議案件④「島本町情報通信技術を活用した行政の推進

に関する条例の施行に関する島本町農業委員会規則の制定（案）につい

て」ご意見・ご質問がありましたらお受けいたします。 

 先ほどの件ですけどね。 

 何かございませんか。小川さん、ありますか。一番若い小川さん、どう

ですか。 

 

 ぱっと聞いただけで、メリットとかデメリットが分からない。 

 

 事務局、どんなメリットがあるかとおっしゃってますけど。 

 

 恐らく、今後というのは、まだ細かいこととか、ほかの市町村とか始め

てないのであれなんですけど、今後は申請者の方がネットを通じて申請を

するとかそういうことになると思います。そういったスピード化というの

が図られるとともに、ただ全てネットに移行することになると、それにつ

いていけない方が使えないということは、そういったデメリットもありま

すので、事務局としてはそういったメリット・デメリット両方考えながら

進めていかないといけないなと思います。ただ、当分の間は、これまでど

おり、ほかの市町村もこちらのほうに関しては、なかなか申請とかネット

で申請とか進んでないので、当分の間は書面でなるかなというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

 

 よろしいですか。 

 会議でも代用して、タブレットを置いてやるとかそんな感じになるの。

想像できない。ちょっと、主にどういう感じに流れが変わるということを

教えてもらえます。 

 

 役場全体の業務を今までは紙でしか、例えば申請書を出したらあきませ

んよとかいうのを、紙だけではなくて今特にありますけど、インターネッ

トのサイトを通じて届出をすることができるようになってきてますので、

農業委員会の手続に関しても紙以外に、例えばオンラインの申請も受け付

けますよという、要は申請のチャンネルを増やすというのが今回の目的で

す。ものによっては、今まで紙であったものがオンラインだけになるとい

う業務もあるかも分かりませんけども、農業委員会に関しては高齢の方が

申請されることも多いと思いますので、当面は紙のやり方も残しつつ、例

えば事業者の方とか業者の方やったらデジタルのほうが便利で速いという

方もいらっしゃると思いますので、そういう場合は２つのチャンネルを使
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って受け付けるという方法も今後出てくるかなというふうに思っておりま

す。当面は、今のままでいこうかなと思っていますので、ちょっとよその

事例とかを見ながら研究していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

 

 よろしいですか。 

 例えば大きな会社とか、そういうネットでやったほうが役所まで来なく

ても、例えば遠いところからそういうふうな全部申請を出したり返事を受

けたりできますよね。時間的ロスがなくなりますよね。そういうこともあ

るし、我々農業委員会にしてもペーパーでやってますけど、将来的には皆

さんタブレットを置いてもらって、その中でやるということにしていった

ら、かなり忘れ物がなくなったりとかいろんな記録とかも残るし、いろん

なメリットがある。それについて、使う能力が要ります。そういう使える

能力に教育をしておかなあかん。それから、そういう人が選任されていく

というふうになると思います。 

 ほか、何かございませんか。 

 特に発言がないようでございますので、質疑を終結いたします。 

 それでは、採決を行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 ご異議がないものと認め、採決を行います。 

 それでは、審議案件④「島本町情報通信技術を活用した行政の推進に関

する条例の施行に関する島本町農業委員会規則の制定（案）について」賛

成の方は挙手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

 全員賛成により、本案件を承認いたします。 

 どうもありがとうございました。 

 以上で、本日の議案が終了いたしましたので、委員の皆さんからその他

ございませんでしょうか。 

 委員の皆さんから、何もございませんか。 

 どうぞ。 

 

 審議案件とは違うんですけど、私、農業委員をしていて、一番気になっ

ているのが遊休農地、この活用、ずっとこの状態が動いてないように思う

んです。農業委員会としても、遊休農地を減らすための具体策案、これを
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ぜひともして欲しい、そういう人がやりたいなという形の情報発信したっ

てほしい。だから、それを分からんから、例えば農業をやりたいな言う人

も、どこにどう行っていいか分からないし、農業委員さんにも伝えて、そ

れから町のほうにフィードバックされて、遊休農地を減少する具体的な方

法でいいと思うんです。ぜひともお願いしたいなと思いますけど、その辺

は町のほうの考え方をひとつお願いします。 

 

 事務局、お願いいたします。 

 

 遊休農地につきましては、皆さんがリーフレットを今お配りになってい

るので見ていただいたら分かるように、国のほうとかからも遊休農地をな

くしていくように言われている状況でございます。なので、場合によって

は中間管理機構、みどり公社または各農業委員様のほうと協力いたしまし

て、その遊休農地の所有者の方に主張するとともに、こういった農地を使

う、空いてます遊休農地のほうは解消が進んで使いたいという方がいたら

紹介するとか、そういった工夫をしていきたいと考えております。 

 遊休農地に関しましては、整理のこととかいろいろございますので、そ

れに関しましては、大阪府や農地中間管理機構やみどり公社などとも相談

しながら進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

 議長。こんなんね、自治会等にて回覧させてほしい。ほんなら、こうい

うことがあるんやなとすぐ分かるから。 

 

 そうですね。やっぱり、こういうのは地域で配付するなりするといいん

じゃないかと思います。 

 

 後でその話をさせていただこうと思ってたんですけど、そうなんです

よ。 

 皆様のほうでもちょっとご協力いただきたいと思ってまして、こういっ

たリーフレットを配布したりとか、そういった話があったら、まだ幾つか

事務局には残っておりますし、もし、もっと欲しいという方やったら、私

のほうから農業会議などに依頼しまして、もっとリーフレットを手に入れ

て皆様のほうで配布していただきましたら、こういった啓発強化のほうに

つながると思いますので、またご協力のほうよろしくお願いいたします。 

 また、事務局まで一報入れていただきましたら、ご用意させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 
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 ちなみに、島本町の遊休農地がどれぐらいの面積があるのか、事務局は

把握してる。 

 

 １７１㎡でございます。 

 

 １７１㎡、非常に少ない。５０坪ほどやね。 

 だから、農業委員の皆さんがパトロールした中で遊休農地とか、不法転

用とか見た場合、すぐ事務局まで連絡していただいて、それで対応を考え

ます。それはお願いします。そのためのパトロールやから、月に１回は最

低やらなあかんからね。 

 いいですか、何か。 

 そしたら、事務局のほう報告事項があったらお願いします。 

 

 すみません。事務局から少し長くなりますけど、５点皆様に連絡事項が

ございます。 

 まず１点目なんですけれども、前回開催されました１１月の農業委員会

で中村委員のほうからご質問があった、広瀬１丁目の農地転用に係る農業

水路の件なんですけれども、こちらのほうについては事務局で調査しまし

たところ、これまで当水路を活用していた農家が耕作をおやめになってい

るため問題がないことが分かりまして、その旨、中村委員に事前に説明を

いたしまして了承のほうをいただいております。 

 次に、皆さんご存じかと思いますけれども、農業委員の募集についてで

ございます。ご存じの方が多いかと思いますけれども、３月１日から３１

日までの間、農業委員の募集のほうをしております。詳細につきまして

は、本町のホームページに公表しておりますのでご確認いただきますと幸

いです。なお、にぎわい創造課の窓口におきましても、募集要項や応募用

紙を配付しておりますので、必要な方はお声がけのほうをよろしくお願い

いたします。 

 ３点目でございます。皆様にお配りしております、地域計画及び生産緑

地に係る賃借に係るリーフレットでございます。幾つかお渡ししているん

ですけれども、まず地域計画に関するリーフレット、「この地域農業の将

来を考えてみませんか」というやつ、ちょっと見ていただいてもよろしい

でしょうか。地域計画につきましては、先ほども少しだけ説明のほうをさ

せていただいたんですけれども、令和６年度末までに作成しなければなら

ない重要な計画でございます。今後、作成にあたりまして、意向調査等や

話し合いなどで農業委員各位等のお力添えをいただくことになるんですけ

れども、本町では予算の関係などから、７月から策定に向けて手続を開始

する予定ではございます。ただ、このリーフレットだけで、どのようにや
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っていったらいいかというのは、なかなか皆さんも理解するのが難しいと

思いますので、来年度夏頃に、大阪府もしくは大阪府農業会議のほうをお

呼びして、この地域計画策定に向けての研修会を開催する予定でございま

すのでよろしくお願いいたします。 

 次に、またリーフレットなんですけれども、生産緑地に係る賃借に係る

リーフレットでございます。この分ですね。「ご存じですか、制度改正で

生産緑地の賃借がしやすくなりました」というパンフレットでございま

す。これ、制度を開始したんですけれども利用している方が大分少ないと

いうことで、啓発強化のため大阪府農業会議より配布されたものでござい

ます。先ほどの話にもありますように、これまで啓発してまいりました遊

休農地の発生防止とか農地転用に係るリーフレットと併せまして、それぞ

れ各実行組合などにおきまして周知していただきますと幸いでございま

す。もし、周知するために当資料が必要な場合は、事務局にご連絡いただ

きましたら必要な部数をご用意いたしますので、ご検討のほうをよろしく

お願いいたします。 

 ４点目でございます。皆様に記録していただいております記録簿の提出

のことでございます。お手数をおかけしますけど、４月になり次第、１０

月から３月分までの記録簿を事務局までご提出のほうをお願いいたしま

す。こちらのほうなんですけれども、令和４年度の農業委員会の活動の点

検評価とか最適化交付金というものにも影響するものでございますので、

何とぞご協力のほうをよろしくお願いいたします。なお、提出方法は窓口

持参でも構わないんですけれども、できましたら集計の関係上、メールか

ファクスでご送付いただけたら大変助かります。よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、最後の連絡なんですけれども、令和５年農業委員手帳のことでご

ざいます。事務局で今、ご用意しておりますので、まだ受け取っていない

よという委員の方がいらっしゃいましたら、事務局のほうまでお受け取り

にいらしてください。 

 事務局からは以上でございます。 

 

 今の説明で何か、５点ありましたけど分かりにくい点がございましたら

お願いいたします。 

 活動記録、忘れないようにご送付してくださいね。 

 

 前回のときにいただいたときに、年間分というか、それをいただいたん

ですけど、確かそこまでなかったと思うんですけど。１年分はなかった。

なかって、言わなあかんなと思いながら、個人でコピーしろというんやっ

たらするけど、どうですか。 
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 事務局、お願いします。 

 

 申し訳ないです。データで送れる方はデータで送りまして、あと、すみ

ません。紙ベースでほしいという方に関しましては、皆様に１０月分から

３月分をお渡しします。すみません。事務局の配慮が欠けておりました。

申し訳ございません。 

 

 田中委員、よろしいですか。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

 よろしいですか。何かあります。 

 特にないようでございますので、活発なご意見ありがとうございまし

た。ここで議長を解任させていただきます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 すみません。こちらのほうで、ちょっとこの場をお借りしまして、一言

ご挨拶をさせていただきたいと思いまして、都市創造部の木村でございま

す。 

 私なんですけども、今回、一身上の都合で今月をもちまして島本町役場

のほうを退職することとなりまして、この２年間皆様に大変お世話にな

り、ありがとうございました。 

 

 それでは、以上をもちまして、第８回島本町農業委員会を閉会いたしま

す。 

 本日は、お忙しいところありがとうございました。お疲れさまでござい

ました。 

 


